
タイプ① タイプ②

●お取付けになる前にお読みください。
・製品重量に耐えられる下地に取付けてください。

・付属部品のネジは木部用です。
 木部以外(石膏ボード・コンクリート・鉄板等)への取付けは出来ません。
・本体取付け時には、取付ブラケットに本体が確実に固定されていることを
 確認してください。確実に固定されていないと製品が落下することがあります。
・この製品は屋内用です。屋外にはご使用できません。
・水まわりや湿気の多い場所には使用しないでください。
・取付ブラケットを取付ける際には必ず、取付ブラケット１個にビスを２本 タイプ③ タイプ③
 ご使用ください。 (ロール付き)
・石膏ボードの下地に木部がある場合は、付属の⾧いネジ(４×３５)を

 ご使用ください。

●ご使用になる前にお読みください。
・製品にぶら下がったり、無理に引っぱったりしないでください。また、製品に

 無理な力をかけないでください。製品が破損したり、落下により

 けがをすることがあります。

・製品の動く範囲に動きを妨げるものや、壊れやすいものを置かないでください。 タイプ① タイプ②

 製品や置いたものが破損することがあります。

・地震などの揺れで落下の恐れがあるものは掛けないでください。 ①フレーム アルミ押し出し形材 ①フレーム アルミ押し出し形材

・定期的に各部のネジの緩みを確認し、適宜締め直してください。 ②サイドベース スチール鋼板 ②サイドベース スチール鋼板

③メインハンガー スチール鋼管 ③メインポール スチール鋼管

④サブハンガー アルミ押し出し形材 ④ポールスペーサー 樹脂成型品

⑤倒れ防止用スペーサー 樹脂成型品 ⑤倒れ防止用スペーサー 樹脂成型品

・１つの製品あたりの耐荷重は10kgまでです。天井・壁や製品の破損・落下の恐れが ⑥ポールキャップ 樹脂成型品 ⑥L型ポールジョイント 樹脂成型品

 ありますので、10kgを超える荷重を掛けないでください。 ⑦取付ブラケット 樹脂・ステンレス ⑦取付ブラケット 樹脂・ステンレス

・吊り下げ物は一個あたりの許容荷重は3kgまでです。

・吊り下げ物は一箇所に集中しないよう均等に掛けてください。 タイプ③

・グリップブラケットで取付の際の耐荷重は5㎏までです。

①フレーム アルミ押し出し形材 ⑥取付ブラケット 樹脂・ステンレス

②サイドベース スチール鋼板 ⑦スクリーン(生地) ポリエステル

③メインポール スチール鋼管 ⑧ローラーパイプ アルミ押し出し形材

④倒れ防止用スペーサー 樹脂成型品 ⑨プルハンドル 樹脂成型品

⑤L型ポールジョイント 樹脂成型品 ⑩チェーン 樹脂成型品・化学繊維

材質 材質名称 名称

⚠許容荷重のご注意

フリーハング取扱説明書

名称 名称 材質材質



●付属部品 ◎タイプ②は組立が必要ですので、詳しくは下記の『●組立方法(タイプ②のみ)』を
全タイプ共通  参照してください。

● 組立方法(タイプ②のみ)
① 両側のサイドポールを開きます。
② メインポールの端部とサイドポールの端部を組み込みます。
③ 固定ネジで固定してください。この際、必要以上に回さないでください。
  固定が効かなくなる恐れがあります。

タイプ②

タイプ③     ①  ①

 ②    ②
※1 ウォッシャブルタイプのみ
※2 チェーン操作のみ

④ サイドポールとサイドベースの間に、ポールスペーサーを二つの凸がある方を
  下向きにして差し込んでください。

●使用上の注意
・タイプ③を正面付けにてご使用の際は水平より上での使用はできません。

  ④

● メインポールの角度調整方法(タイプ③の正面付けの場合のみ)
① メインポールを奥に押し込んでください。

・ハンガーもしくはポールに物を掛ける際には、一箇所に集中して ② 任意の角度まで動かしてください。
 掛けないでください。 ③ メインポールを②で動かした角度側に引き、溝に固定してください。
・タイプ③に物を掛ける際はメインポールの上から掛けるようにしてください。 ※ 両手で行ってください。固定後、しっかりはまったかどうかを
 横から掛けるとメインポールの固定が外れる場合があります。   必ず確認してください。

       ①

溝

 ②

③

×〇

(ロール付き)
      ③

 巻ずれ調整シール

１枚

×

 取付ブラケット

２個

ブラケット用ネジ1(3.5×16)

4本

倒れ防止用スペーサー

２個

ブラケット用ネジ2 (4×35)

4本

4本

 六角レンチ※1

１個

 コードクリップ※2

１個

天付け用スペーサー

２個

固定ネジ(3×10)

サイドポール←

サイドベース

サイドポール

メインポール

ポールスペーサー

メインポール



● 製品の取付方法 ３.スペーサーを取付けます。(タイプ③は①から)

１. 取付ブラケットを取付けます。 ① 取付ける際は、メインポールが下にある状態で行ってください。

・両端の取付ブラケットが、フレームの端から3～4cm内側に来るように取付位置を ② 取付枠とフレームの隙間に、倒れ防止用スペーサーを挿入します。

 定めてください。 ③ 倒れ防止用スペーサーがサイドベースの裏側に入るまでスライドさせます。

※ ブラケット用ネジは下地の厚さによってネジ１またはネジ２をご使用ください。 〈正面付け〉
〈天井付け〉 〈正面付け〉

天井 ③

②
  爪が上にあること

２.製品を取付けます。(タイプ③は①から) 裏側まで

① 正面付けの場合は取付ける前に、必ずメインポールを下に動かしてください。 ● 取外し方法(タイプ③の正面付けは①から)
  (ポールの動かし方は『● メインポールの角度調整方法』を参照してください) ① 取外す前に、メインポールを下へ動かしてください。

② 倒れ防止用スペーサーを外します。
  下から押し出し、上から出てきた
  スペーサーを外します。

③ 取付ブラケットのスライドブックを指で押します。
④ フレームを矢印の方向に引きます。
⑤ ツメから製品本体を矢印の方向に引いて取外してください。

〈天井付け〉 〈正面付け〉

② 製品を両手で持ち、取付ブラケットのa部のツメにフレームを引っかけてください。

③ フレームをブラケットにひっかけた状態で左右のバランスを見て位置を決めてください。  ③
④ フレームを矢印の方向にもっていき「カチッ」と音がするまで完全に押し込んでください。  ④    ③
⑤ すべてのブラケットに確実に固定されていることを確認してください。

〈天井付け〉 〈正面付け〉

a
 a       ⑤       ⑤

    ④

この際、フリーハングが落下しないよう、

必ずしっかり製品を押さえながら取外しを行ってください。

⚠注意

取付ブラケット

倒れ防止用スペーサー

１
０

cm
以

上

サイドベース



グリップブラケットをオプションでご購入された方のみ ■製品のグリップブラケットへの取付け時の注意
●グリップブラケットでの取付け ・ネジはグリップブラケットに付属されているものをご使用ください。

■取付可能な場所
●木製の鴨居・スライド扉の枠・窓枠・机・棚 ② 枠上部の奥行き
①枠の厚さ:約1.5㎝～3㎝   約１cm以上 壁
②枠上部の奥行き:約1㎝以上
③枠下部の奥行き:約1.5㎝以上
●耐荷重:５kg     ① 枠の厚さ 枠

      約1.5～3cm

⚠注意 ■グリップブラケットの取外し方 ② 押し上げて
※ピンの先端部分は、非常に鋭利です。 ※グリップブラケットを取り外す前に   ピンを抜く   壁
 取り扱いには、十分にご注意ください。  製品を取外してください。
※ピンで刺すため取り付け箇所に２mmほどの
 ピン穴が残ります。ピンの穴痕が残っても ①ネジを完全にゆるめます。       枠 
 差し支えのない所に取り付けてください。  ③ 枠下部の奥行き ②本体を押し上げ、枠からピンを抜きます。
※取付部の強度を必ずご確認の上、取付けて    約1.5cm以上
 ください。 ※必ずピンが抜けたことを確認してから、

 本体を枠から取り外してください。

⚠注意
■取付方法 ※ネジを締めたまま、ピンを抜かない状態で、
①枠の厚みに合わせて本体のネジをゆるめます。  本体を取り外さないでください。ピンや    ① ネジを完全に
②本体を枠に押し当てます。  枠の破損・変形の原因となります。      ゆるめる
③ピンを枠に刺し込みます。 ③ ピンを枠に

④本体が水平、垂直になるように押さえながら   刺し込む 壁

 ネジを手で締め付けます。 取扱説明書に記載通りの正常なご使用状態で、万一故障した場合は、商品の引き渡し日

⑤最後にネジを六角レンチで増し締めして ② 枠に押し より2年間は無料にて修理をさせていただきます。

 しっかりと固定してください。   当てる   枠 外観不良につきましては、商品の引渡し後7日以内にお申し出ください。

⚠注意 下記の弊社事業所、又はお買い上げ店にお問い合わせください。

※ピンが奥まで刺さらない場合は木槌など ＊次のような場合は無償修理期間内でも有料修理となります。

 で軽くたたいて完全に刺し込んでください。 ・取付上の誤り、使用上の誤り、不当な修理や改造による故障及び損傷

※木槌などでたたく際は、強くたたかない ・機能喪失を伴わない意匠劣化。（さび、樹脂部分の変質、変色、塗装の退色、かびなど）

 でください。鴨居や壁面などが破損する ・建築躯体の変形など製品以外に起因する不具合。

 恐れがあります。   ④ 手で ・天変地異（火災、地震、水害、落雷等） による故障及び損傷。

※スライド扉、開き戸などの開閉の妨げに      締める ・特殊環境（極度の湿気、薬品のガス、公害、塵埃等） による損傷。

 ならない位置に取り付けてください。
※荷重が垂直方向以外に掛からないよう 製品改良の為、予告なく仕様変更することがありますので予めご了承ください。
 ご注意ください。
※取り付ける場所の角が90度(直角)でない ⑤ 増し締めする
 場合は使用しないでください。
※取り付ける場所の角に丸みがあるとしっ  ※六角レンチで強く締め付け過ぎると、 メンテナンスシール貼り付け位置

 かり設置できない場合があります。   枠に痕が残りますのでご注意ください。

    保 証 書

事 業 部 〒 151-0053 東京都渋谷区代々木2－16－4 Tel. 03-3370-6871
タチカワ新宿ビル ２Ｆ

大阪営業所 〒 531-0071 大阪府大阪市北区中津2－3－5 Tel.   06-6372-1625
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※ネジの平らな面が全て
枠下部に当たるよう

取り付けてください。


